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発表内容 非細菌性食中毒あるいは地域流行として蔓延する感染性胃腸炎の発症要

因として、多様なウイルス種の関与が指摘されている。そこで、サポウイ

ルス（SV）・アストロウイルス（AstV）・C 群ロタウイルス（C 群 RV）の同

時検出系と、エンテロウイルス（EntV）・アデノウイルス 40/41 型（AdV）・

A 群ロタウイルス（A 群 RV）の同時検出系によるマルチプレックス－リア

ルタイム PCR 法の導入を検討し、ウイルス検査の迅速化を目的とした。 

10％乳剤に調製した糞便試料から、ウイルス RNA を抽出し、random

primer を用いた逆転写処理でｃDNA を作製した。これに、同時検出系

primer/probe混合液を加え、リアルタイムPCR法によって測定した。primer

および probe は、SV；Polymerase、AstV；Capsid、C 群 RV；VP7、EntV；5’UTR、

AdV；hexon、A 群 RV；NSP3 にそれぞれ設計されたものを使用した。 

 リアルタイム PCR のアニーリング温度は 57℃、primer/probe の試薬濃度

は、各 0.2μM で実施すると良好な結果が得られたことから、これらの反応

条件でリアルタイム PCR を実施した。 

平成 21、22 年度の感染性胃腸炎疑い小児散発例患者の糞便検体 77 検体

について、本法により検索を実施したところ、34 検体でウイルスが検出さ

れた。内訳は、SV が 6 検体、AstV が 2 検体、EntV が 15 検体、AdV が 9 検

体および A群 RV が 10 検体から検出されており、この中には重複感染の 7

検体が含まれていた。 

 また、平成 23 年 5 月下旬に４か所の施設で発生した不明感染症疑い事例

10 検体について本法で検査を実施した。その結果、１か所の施設の 4検体

中 4検体から C群 RV が単独検出された。他の施設からはノロウイルスが検

出されたことから、感染源が異なる２つの事例の存在が示唆された。 

食中毒発生時等での原因ウイルスの究明において、より迅速な検査対応

に本法は有用であった。 

 
 


